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2.5.2. 教員業績概要 
職名： 教授 氏名： 高田 豊雄 
[教育活動] 
(a) 学部担当授業科目 
数論と代数，セキュリティ論，専門英語 II，ソフトウェア演習 A/B/C，基盤システム演習 A/B/C， 
基礎教養入門, プロジェクト演習 I，II，基盤システムゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報セキュリティ特論 II，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動] 
(a) 著書 
1) 電子情報通信学会(編), 知識ベース 1 群 2編(符号理論), 1-6, 1-7, 1-8 節 の執筆担当 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Narita, M., Bista, B.B. and Takata, T.: A Practical Study on Noise-Tolerant PN Code-Based Localization 
Attacks to Internet Threat Monitors, International Journal of Space-Based and Situated Computing (IJSSC), 
Vol.3, No.4, pp.215-226(2013). 
2) Bhed Bahadur Bista, Masahiko Takanohashi, Toyoo Takata, and Danda B. Rawat “ A Power Saving Scheme for 
OpenFlow Network”, Journal of Clean Energy Technologies, Vol. 1, No. 4, July 2013 (pp 276 – 280) IACSIT 
PRESS ISSN: 1793-821X 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Bhed Bahadur Bista, Arata Fukushi, Toyoo Takata and D. B. Rawat, “Link Based Energy Saving Method for 
OpenFlow Based Networks”, The 2014 International Conference on Green and Human Information Technology
2) Jiahong Wang, Yuhiro Yonamine, Eiichiro Kodama and Toyoo Takata： Sleep Thrashing and Its Prevention 
in Ad hoc Networks, Proc. of the 2013 IEEE TENCON Conference, XIAN, China, 22-25 Oct. 2013.  
3) Jiahong Wang, Yuhiro Yonamine, Eiichiro Kodama and Toyoo Takata： A Distributed Approach to Constructing 
k-Hop Connected Dominating Set in Ad Hoc Networks, Proc. of the 19th IEEE International Conference on 
Parallel and Distributed Systems (ICPADS), Seoul, Korea, December 15 – 18, 2013. 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 木井はつこ, Bista,B.B., 高田豊雄: GBS 理論に基づいたインターネットにおける女子高校生向けセキュリティ
学習支援教材開発, 平成 25 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2G02, p.225，2013. 
2) 鎌田恵介，成田匡輝，ベッド B.ビスタ，高田豊雄: 観測点保護のためのパケットサンプリング手法の検討，平
成 25 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，2F15, p.202(2013). 
3) 坂松春香, Bista, B.B., 高田豊雄: ライフログを活用したパスワード作成システムの提案, 平成 25 年度電気関
係学会東北支部連合大会講演論文集, 2F08, p.196(2013). 
4) 高橋啓太, Bista, B.B., 高田豊雄: タブレット PC における個人認証手法の改善案の検討, 平成 25 年度電気関
係学会東北支部連合大会講演論文集, 2F13, p.200(2013). 
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5) 成田匡輝, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: インターネット観測システムへの観測的検出攻撃を考慮した
動的観測手法の一検討, コンピュータセキュリティシンポジウム 2013 論文集, vol.4, pp.404-411(2013). 
6) 吉田優介, 成田匡輝, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: Twitter における不用意な個人情報流出防止の試
み, 人工知能学会研究会資料, SIG-SLUD-B302, pp.17-22(2013). 
7) 鎌田恵介, 成田匡輝, 小倉加奈代，Bista, B.B., 高田豊雄: インターネット上の観測点保護のためのパケット
サンプリング手法に関する一検討, 2014 年暗号と情報セキュリティシンポジウム予稿集(SCIS2014), 3A5-2 
(CD-ROM)(2014). 
8) 坂松春香, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: TweetPass: ツイートを用いたパスワード作成支援システムの
開発, 2014 年暗号と情報セキュリティシンポジウム予稿集(SCIS2014), 3B1-5(CD-ROM) (2014). 
9) 成田匡輝, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: インターネット観測システムへの観測的検出攻撃に対する動
的 観 測 手法の 有 効 性評価 , 2014 年暗 号 と 情報セ キ ュ リティ シ ン ポジウ ム 予 稿集 (SCIS2014), 
3A5-1(CD-ROM)(2014). 
10) 吉田伸一, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: スマートフォンにおけるキーストロークダイナミクスと行動
特徴を組み合わせた個人認証手法の一検討, 2014 年暗号と情報セキュリティシンポジウム予稿集(SCIS2014), 
2F4-1(CD-ROM)(2014). 
11) 吉田優介, 成田匡輝, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: Twitter における個人情報特定につながる発言検
出手法の提案, 2014 年暗号と情報セキュリティシンポジウム予稿集(SCIS2014), 3D2-1(CD-ROM)(2014). 
12) 坂松春香, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: TweetPass: ツイートから想起性と安全性の高いパスワード作
成を支援するシステムの提案, インタラクション 2014 論文集, B6-1, pp.525-528(2014). 
13) 小松 勇毅, 児玉 英一郎, 王 家宏, 高田 豊雄: Android OS におけるアプリケーション導入時のユーザ補助シ
ステムの提案, 電子情報通信学会技術研究報告, ISEC2013-12, 6 ページ (July 2013). 
14) 佐藤静香，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: オノマトペを利用した Web 上からの楽曲動画検索システムのモデ
ルの提案，情報処理学会研究報告，Vol.2013-DBS-157, No.13, 6 ページ  (July 2013). 
15) 清水 小太郎，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: Linked Data におけるリンク修復の際の効率的なブロッキング
手法の提案，情報処理学会研究報告，Vol.2013-DPS-156, No.2, 6 ページ  (Sep. 2013). 
16) 藤原貴正，王 家宏，児玉英一郎，高田豊雄: RAID 技術を用いたセキュアオンラインストレージシステム，信学
技報，Vol.113, No.388, NS2013-172, pp.53--58  (Jan. 2014). 
17) 佐藤静香，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: オノマトペを利用した Web 上からの楽曲動画検索システムの提案, 
平成 25 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2C06 (Aug. 2013). 
18) 高杉真理子，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: Web を利用したユーザの希望目的地に関する情報検索システム, 
平成 25 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2F01 (Aug. 2013). 
19) 藤原貴正，王 家宏，児玉英一郎，高田豊雄: RAID を用いたオンラインストレージインターフェースの提案, 平
成 25 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2F04 (Aug. 2013). 
20) 松本夏美，王 家宏，児玉英一郎，高田豊雄: データベースシステムと Web の統合について, 平成 25 年度 電気
関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2F05 (Aug. 2013). 
21) 嘉那井博毅，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: Twitter を利用した質問への回答文自動抽出システムの提案, 平
成 25 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2F06 (Aug. 2013). 
22) 清水小太郎，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: Linked Data におけるリンク修復のブロッキング手法に関する
考察, 平成 25 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2F09 (Aug. 2013). 
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23) 高屋敷健，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: Linked Data を利用した検索システム用開発プラットフォームの
提案, 平成 25 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2F10 (Aug. 2013). 
24) 槻木朝香，児玉英一郎，王 家宏，高田豊雄: Linked Data を活用したユーザの好みに合わせた楽曲推薦手法に
関する考察, 平成 25 年度 電気関係学会東北支部連合大会 講演論文集, 2F11 (Aug. 2013). 
25) 與那嶺諭宏，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄： 被災地における緊急用コミュニケーションシステムの構築，情
報処理学会第 69 回モバイルコンピューティングとユビキタス通信研究会，2013.12.19-20， 埼玉県国立女性教
育会館. 
26) 五百川貴史，王家宏，児玉英一郎，高田豊雄： 秘密分散法を用いたセキュアな WSN の構築，情報処理学会第
69 回モバイルコンピューティングとユビキタス通信研究会，2013.12.19-20， 埼玉県国立女性教育会館. 
27) 金森一樹, 児玉英一郎，王家宏，高田豊雄: 3D モデル同定 CAPTCHA の提案, 2014 年暗号と情報セキュリティシ
ンポジウム予稿集(SCIS2014), 4B2-3(CD-ROM) 7 ページ (Jan. 2014). 
28) 平舘睦基, 細川靖, 土井章男, 高田豊雄: ステレオ画像処理を用いた手の 3次元計測と仮想空間適用に関する
研究, 映像情報メディア学会技術報告, AIT2014-33, pp.19—22 (Mar. 2014). 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費, 基盤研究(C)(2), 人間科学の最新知見に基づくセキュリティソリューション (課題番
号 23500094), 平成 25 年度直接経費 800,000 円 (平成 23 年度～平成 25 年度)，(研究代表者) 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営] 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
研究科入試委員長 
(c) 学生支援 
該当なし 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献] 
(a) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
(b) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
(c) 一般教育 
該当なし 
(d) 産学連携 
該当なし 
 
 
2.5.言語情報学講座 
59 
(e) 学会などにおける活動 
1) IEEE Information Theory Japan Chapter Vice-Chair (2013.12 まで), Chair (2014.01 から) 
2) 電子情報通信学会情報セキュリティ研究専門委員会委員 
3) 電子情報通信学会情報理論研究専門委員会顧問 
4) 情報処理学会論文誌数理モデル化と応用編集委員 
5) 2014 年情報理論とその応用シンポジウム(SITA2014)実行委員 
(f) その他 
該当なし 
 
[主な業績] 
インターネット接続環境が誰でも容易に手に入るようになったことにより，プライバシ漏洩に関する問題や不正
侵入に関する問題，等さまざまな問題がますます増加しつつある． 
それらの様々なセキュリティ上の問題に対して，個々に専門的な立場から対応策が検討され，またそれらを具体
化したセキュリティスキーム，プロトコル，プログラム，システムが提案，実用化されてはいるが，それらはコン
ピュータやネットワークに関する専門的な知識を要するものであることが多い． 
本研究では，以上のような状況をふまえ，ユーザビリティの観点から誰にでも容易に取り扱うことが可能な様々
なセキュリティ対策を考案，実現した． 
具体的な研究成果としては， 
(1)  誰にでも容易に取り扱うことが可能なセキュリティ脆弱性診断ツール 
(2)  誰にでも容易に取り扱うことが可能な個人認証システム 
(3)  誰にでも容易に取り扱うことが可能なセキュリティ助言システム 
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職名： 准教授 氏名： Bhed Bahadur Bista 
[教育活動] 
(a) 学部担当授業科目 
専門英語 II，数論と代数，統計学，ソフトウェア演習 C，基盤システム演習 A/B/C，基盤システムゼミ A/B，卒業
研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
情報ネットワーク特論 II，ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動] 
(a) 著書 
1) Danda B. Rawat, Bhed B. Bista and Gongjun Yan, Eds. Security, Privacy, Trust, and Resource Management 
in Mobile and Wireless Communications, ISBN10: 1466646918, IGI Global, October 2013. doi: 
10.4018/978-1-4666-4691-9 (Book) 
2) Danda B. Rawat, Bhed Bahadur Bista and Gongjun Yan “Introduction to Mobile and Wireless Communications 
Networks”, Security, Privacy, Trust, and Resource Management in Mobile and Wireless Communications, 
IGI Global October 2013. (査読あり Book Chapter) 
3) Gongjun Yan, Danda B. Rawat, Bhed Bahadur Bista, Lei Chen, “Location Security in Vehicular Wireless 
Networks”, Security, Privacy, Trust, and Resource Management in Mobile and Wireless Communications, 
IGI Global October 2013. (査読あり Book Chapter) 
4) Gongjun Yan, Danda B. Rawat, Bhed Bahadur Bista, Wu He, Awny Alnusair, “Privacy Protection in Vehicular 
Ad-Hoc Networks“, Security, Privacy, Trust, and Resource Management in Mobile and Wireless 
Communications, IGI Global October 2013. (査読あり Book Chapter) 
(b) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Bhed Bahadur Bista, Masahiko Takanohashi, Toyoo Takata, and Danda B. Rawat “ A Power Saving Scheme for 
OpenFlow Network”, Journal of Clean Energy Technologies, Vol. 1, No. 4, July 2013 (pp 276 – 280) IACSIT 
PRESS ISSN: 1793-821X 
2) Masaki Narita, Bhed Bahadur Bista and Toyoo Takata, “A Practical Study on Noise-Tolerant PN Code-Based 
Localization Attacks to Internet Threat Monitors”, International Journal of Space-Based and Situated 
Computing (IJSSC), pp 215-226, Vol. 3, No. 4, 2013. 
(c) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
1) Danda B. Rawat, Bhed B. Bista, Sachin Shetty and Gongjun Yan, “Waiting Probability Analysis for Dynamic 
Spectrum Access in Cognitive Radio Networks”, The 7th International Conference on Complex, Intelligent, 
and Software Intensive Systems, July 3rd ~ 5th, 2013. 
2) Gongjun Yan, Danda B. Rawat, Bhed B. Bista and Awny Alnusair, “Mining Vehicular Data in VANET ”, IEEE 
International Conference, TENCON 2013. 
3) Bhed Bahadur Bista, Arata Fukushi, Toyoo Takata and D. B. Rawat, “Link Based Energy Saving Method for 
OpenFlow Based Networks”, The 2014 International Conference on Green and Human Information Technology 
(ICGHIT 2014), February 12 – 14, 2014 
2.5.言語情報学講座 
61 
(d) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 木井はつこ, Bista,B.B., 高田豊雄: GBS 理論に基づいたインターネットにおける女子高校生向けセキュリティ
学習支援教材開発, 平成 25 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集, 2G02, p.225，2013. 
2) 鎌田恵介，成田匡輝，ベッド B.ビスタ，高田豊雄: 観測点保護のためのパケットサンプリング手法の検討，平
成 25 年度電気関係学会東北支部連合大会講演論文集，2F15, p.202(2013). 
3) 坂松春香, Bista, B.B., 高田豊雄: ライフログを活用したパスワード作成システムの提案, 平成 25 年度電気関
係学会東北支部連合大会講演論文集, 2F08, p.196(2013). 
4) 高橋啓太, Bista, B.B., 高田豊雄: タブレット PC における個人認証手法の改善案の検討, 平成 25 年度電気関
係学会東北支部連合大会講演論文集, 2F13, p.200(2013). 
5) 成田匡輝, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: インターネット観測システムへの観測的検出攻撃を考慮した
動的観測手法の一検討, コンピュータセキュリティシンポジウム 2013 論文集, vol.4, pp.404-411(2013). 
6) 吉田優介, 成田匡輝, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: Twitter における不用意な個人情報流出防止の試
み, 人工知能学会研究会資料, SIG-SLUD-B302, pp.17-22(2013). 
7) 鎌田恵介, 成田匡輝, 小倉加奈代，Bista, B.B., 高田豊雄: インターネット上の観測点保護のためのパケット
サンプリング手法に関する一検討, 2014 年暗号と情報セキュリティシンポジウム予稿集(SCIS2014), 3A5-2 
(CD-ROM)(2014). 
8) 坂松春香, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: TweetPass: ツイートを用いたパスワード作成支援システムの
開発, 2014 年暗号と情報セキュリティシンポジウム予稿集(SCIS2014), 3B1-5(CD-ROM) (2014). 
9) 成田匡輝, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: インターネット観測システムへの観測的検出攻撃に対する動
的 観 測 手 法 の 有 効 性 評 価 , 2014 年 暗 号 と 情 報 セ キ ュ リ テ ィ シ ン ポ ジ ウ ム 予 稿 集 (SCIS2014), 
3A5-1(CD-ROM)(2014). 
10) 吉田伸一, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: スマートフォンにおけるキーストロークダイナミクスと行動
特徴を組み合わせた個人認証手法の一検討, 2014 年暗号と情報セキュリティシンポジウム予稿集(SCIS2014), 
2F4-1(CD-ROM)(2014). 
11) 吉田優介, 成田匡輝, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: Twitter における個人情報特定につながる発言検
出手法の提案, 2014 年暗号と情報セキュリティシンポジウム予稿集(SCIS2014), 3D2-1(CD-ROM)(2014). 
12) 坂松春香, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: TweetPass: ツイートから想起性と安全性の高いパスワード作
成を支援するシステムの提案, インタラクション 2014 論文集, B6-1, pp.525-528(2014). 
(e) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費, 基盤研究(C)(2), 人間科学の最新知見に基づくセキュリティソリューション (課題番
号 23500094), 平成 25 年度直接経費 800,000 円 (平成 23 年度～平成 25 年度)，(研究分担者，研究代表者：高
田豊雄) 
(f) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
1) Certificates of Appreciation from The 16th International Conference on Network-Based Information 
Systems, (NBiS 2013) 
2) Certificate of Appreciation from The Seventh International Conference on Innovative Mobile and Internet 
Service in Ubiquitous Computing (IMIS 2013) 
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[大学運営] 
(a) 全学委員会 
該当なし 
(b) 学部/研究科の委員会 
入試実施委員会, 広報委員会 
(c) 学生支援 
留学生（劉 琳）指導者 
(d) その他 
該当なし 
 
[社会貢献] 
1) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
2) 企業・団体などにおける活動 
該当なし 
3) 一般教育 
該当なし 
4) 産学連携 
該当なし 
5) 学会などにおける活動 
1) Publication Co-Chair of NBiS 2013, International Conference  
2) International Workshop Co-Chair and Organizing Member of The Third International Workshop on Advanced 
Communication Technologies and Applications to Intelligent transportation systems, Cognitive radios and 
Sensor networks 2013 (ACTICS-2013) 
3) International Workshop Co-Chair and Organizing Member of The Fourth International Workshop on Advances 
in Sensor Technologies, Systems and Applications (ASTSA-2013) 
4) PC member of BWCCA 2013 International Conference 
5) PC member of International workshop ECDS 2013 
6) PC member of The 6th International Workshop on Information Technology for Innovative Services 
7) PC member of The 15-th International Symposium on Multimedia Network Systems and Applications (MNSA-2013)
8) PC member of IEEE International Conference AINA 2014 
9) Reviewed 4 International Journal papers 
10) Reviewed 9 International Conference and workshop papers 
6) その他 
1) IEEE Member 
2) IPSJ Member. 
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[主な業績] 
Link Based Energy Saving Method for OpenFlow Based Networks (ICGHIT 2013 International Conference) 
 
Abstract—Until recently the main focus of researchers in energy efficient networks was how to extend the 
life time of battery operated networks such as wireless sensor networks and mobile wireless networks by 
reducing the consumption of energy by nodes. But as Internet traffic has increased, the power consumed by 
Internet nodes has also increased. Researchers now focus on energy efficient wired networks also. Here, 
we propose a link based approach to put underutilized links of nodes to sleep in OpenFlow based networks. 
If all links of a node are put to sleep, the node itself will be put to sleep. By putting underutilized 
links/nodes to sleep, power consumed by networks can be reduced. We focus in OpenFlow based networks because 
they are flexible to manage and easy to deploy new protocols in them. OpenFlow is being standardized by 
big enterprises such as NEC, Google, Cisco, Microsoft etc. 
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職名： 講師 氏名： 小倉加奈代 
[教育活動] 
(a) 学部担当授業科目 
コンピュータ入門，学の世界入門，プロジェクト演習Ⅰ，プロジェクト演習Ⅱ，基盤システム演習 C，基盤システム
ゼミ A/B，卒業研究・制作 A/B 
(b) 研究科担当授業科目 
ソフトウェア情報学ゼミナール I/II/III，ソフトウェア情報学研究 
(c) その他（教育内容・方法の工夫，作成した教材など） 
該当なし 
 
[研究活動] 
(d) 著書 
1) 石崎雅人，野呂幾久子（監修）: これからの医療コミュニケーションに向けて, 小倉加奈代, 楠見孝, 三浦麻子: 
がん患者オンラインサポートグループのチャット分析 2 参加者の役割変化と新規参入者へのサポート方法の検
討, pp.82-89, 篠原出版新書(2013). 
2) 石崎雅人，野呂幾久子（監修）: これからの医療コミュニケーションに向けて, 楠見孝, 小倉加奈代, 三浦麻子:
がん患者オンラインサポートグループのチャット分析 1 発話内容と感情語使用の長期的変化, pp.74-81, 篠原
出版新書(2013). 
(e) 査読ありの論文誌に掲載された論文 
1) Kusumi, T., Ogura, K., and Miura, A.: Development of a support group using a virtual space for cancer 
patients, International Journal of Web Based Communities, Vol.10, No.4 (in press). 
(f) (b)以外の査読付き成果（論文誌ではない学術論文、国際会議プロシーディング、ワークショップ等） 
該当なし 
(g) 研究発表等（査読なしの論文等） 
1) 小倉加奈代, 楠見孝, 三浦麻子: オンライン仮想空間を利用したがん患者コミュニティにおける相互信頼感形
成課程の分析, 第 27 回人工知能学会全国大会, 1B3-3(CD-ROM)(2013). 
2) 小倉加奈代，コミュニケーションにおける安心／安全／信頼感，情報処理学会第 154 回ヒューマンコンピュータ
インタラクション研究会 HCIP,(2013). 
3) 米田圭志, 横山裕基, 小倉加奈代, 西本一志: Guitar Training Wheel: 減算的な演奏補助で練習継続意欲を保
ギター演奏習得補助システム, 情報処理学会研究報告ヒューマンコンピュータインタラクション
2013-HCI-155, vol.10, pp.1-8(2013). 
4) 成田匡輝, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: インターネット観測システムへの観測的検出攻撃を考慮した
動的観測手法の一検討, コンピュータセキュリティシンポジウム 2013 論文集, vol.4, pp.404-411(2013). 
5) 吉田優介, 成田匡輝, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: Twitter における不用意な個人情報流出防止の試
み, 人工知能学会研究会資料, SIG-SLUD-B302, pp.17-22(2013). 
6) 鎌田恵介, 成田匡輝, 小倉加奈代，Bista, B.B., 高田豊雄: インターネット上の観測点保護のためのパケット
サンプリング手法に関する一検討, 2014 年暗号と情報セキュリティシンポジウム予稿集(SCIS2014), 3A5-2 
(CD-ROM)(2014). 
7) 坂松春香, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: TweetPass: ツイートを用いたパスワード作成支援システムの
開発, 2014 年暗号と情報セキュリティシンポジウム予稿集(SCIS2014), 3B1-5(CD-ROM) (2014). 
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8) 成田匡輝, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: インターネット観測システムへの観測的検出攻撃に対する動
的 観 測 手 法 の 有 効 性 評 価 , 2014 年 暗 号 と 情 報 セ キ ュ リ テ ィ シ ン ポ ジ ウ ム 予 稿 集 (SCIS2014), 
3A5-1(CD-ROM)(2014). 
9) 吉田伸一, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: スマートフォンにおけるキーストロークダイナミクスと行動
特徴を組み合わせた個人認証手法の一検討, 2014 年暗号と情報セキュリティシンポジウム予稿集(SCIS2014), 
2F4-1(CD-ROM)(2014). 
10) 吉田優介, 成田匡輝, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: Twitter における個人情報特定につながる発言検
出手法の提案, 2014 年暗号と情報セキュリティシンポジウム予稿集(SCIS2014), 3D2-1(CD-ROM)(2014). 
11) 坂松春香, 小倉加奈代, Bista, B.B., 高田豊雄: TweetPass: ツイートから想起性と安全性の高いパスワード作
成を支援するシステムの提案, インタラクション 2014 論文集, B6-1, pp.525-528(2014). 
(h) 研究費の獲得 
1) 文部科学省科学研究費，若手研究(B)人間の内的特性に焦点をあてた新世代コミュニケーションメディアの開発
（課題番号:23700163），2013 年度直接経費 700,000 円，2012.4.〜2015.3.（研究代表者） 
2) 文部科学省科学研究費，基盤研究(A)21 世紀市民のための高次リテラシーと批判的思考力のアセスメントと育成
（課題番号:23243071），2013 年度直接経費 500,000 円，2011.4.〜2016.3.（研究分担者, 研究代表者: 楠見孝
教授（京都大学）） 
(i) その他総説・解説，調査報告・市場調査，特許，受賞，報道など 
該当なし 
 
[大学運営] 
(e) 全学委員会 
全学情報セキュリティ検討委員会 
(f) 学部/研究科の委員会 
入試検討委員会，業績管理委員会 
(g) 学生支援 
該当なし 
(h) その他 
該当なし 
 
[社会貢献] 
7) 国や地方自治体などにおける活動 
該当なし 
8) 企業・団体などにおける活動 
一般社団法人全日本ノルディックウォーク連盟ノルディックウォーク公認指導員 
9) 一般教育 
該当なし 
10) 産学連携 
該当なし 
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11) 学会などにおける活動 
1) 情報処理学会 論文誌査読委員 
2) 情報処理学会 ヒューマンコンピュータインタラクション研究会(SIG-HCI)幹事 
3) 人工知能学会 言語・音声理解と対話処理研究会(SIG-SLUD)幹事 
4) インタラクション 2014 第 18 回一般社団法人情報処理学会シンポジウム財務委員長 
5) International Workshop on Multimodality in Multiparty Interaction (MiMI2013) Program Committee 
6) 人工知能学会第 69 回言語・音声理解と対話処理研究会(SIG-SLUD): 「コミュニケーションにおける安心・安全・
信頼」企画運営 
7) 論文査読：情報処理学会 1 本，ヒューマンインタフェース学会 1本，大学紀要 1 本，国際会議論文 3本，認知科
学会全国大会アブストラクト 3本 
8) 座長：情報処理学会第76回全国大会（インタフェース(1)），SIG-HCI研究会，SIG-SLUD研究会 
12) その他 
該当なし 
 
[主な業績] 
(1)仮想空間コミュニケーション・システムを用いたがん患者コミュニティにおける新規参入者へのサポート方法の
検討 
 本研究では，CMC(Computer-Mediated Communication)ツールの 1つである仮想空間コミュニケーション・システ
ムを用いたがん患者サポートグループに対し，新規参入者が継続して参加するためのサポート方法を検討すること
を目的とする．そのために，長期間継続的に参加しているファシリテータと患者に着目し，発言数，発言文字数，
発言潜時（ある発言から次の発言までの時間），発言内容，発言推移状況（発言権推移）の分析を行い，参加者の
役割と振る舞いの経年変化を調査した．その結果，コミュニティ立ち上げ初期には，ファシリテータは，患者の発
言に傾聴し，同意・評価に類する発言行動を頻繁に行うことで，患者が自発的に発言するように仕向ける傾向にあ
ることを確認した．また，新規参入者が継続参加するために，ファシリテータや常連参加者に傾聴や質問-応答-問
い返しの発話連鎖を促し，発言行動を制御する方法の 1つとして，会話エージェントの実装方法を検討した． 
 
(2)会話における相互信頼感形成過程の分析 
 本研究では，伝えようとする情報の信頼性を損なうインタラクションを避け，他者との信頼感を基盤とした意思
決定を可能とする会話環境デザインを最終目標とする．前段階として，会話における他者との信頼感形成に貢献す
る要因を明らかにするために，テキストチャット対話を対象とした合意形成場面において，片桐ら(2012)が提案し
た「論点」，「関心」，「提案」の3層からなる音声対面会話における相互信頼感の枠組みを用いた分析を試みた．
その結果，利用した分析枠組みの妥当性を確認するとともに，特に「関心の擦り合わせ」，「提案の受諾／拒否」
の過程における円滑さや冗長性が会話における相互信頼感形成に影響することを確認した． 
 
  
